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◉新連載

文●矢澤孝樹×広瀬大介

第１回　「クラシック音楽」ってどういうもの？（上）

クラシック音楽の“イメージ”とは？

矢 澤 まず、今日お越しになっている方にお聞きしたいのですが─別
に当てたりはしませんから（笑）……これから私が申し上げる「クラシッ
ク音楽」のイメージに対し、「そう思う」というものには、率直な第一
印象でけっこうですので手を挙げてみてください。
　たとえば、クラシックと聞いて、まず「癒し」というイメージを即座
に思い浮かべられる方？─けっこういらっしゃいますね。「癒し」、強
いですね。では、「楽しい」─クラシックは楽しくて楽しくて、とい
う方はいらっしゃいますか。
広 瀬  あんまりいない感じですね。
矢 澤  いやいや、4人くらい。
広 瀬  4人くらい。多いのか少ないのか、微妙な人数ですね（笑）。
矢 澤  では、「クラシックといえば波瀾万丈、ハラハラドキドキの“ド

─「ジャンル無用の音楽言論誌」を謳う本誌ならではの「クラシッ
ク音楽史」入門講座が始まります。音楽評論家の矢澤孝樹さんと広瀬大
介さんが、昨年3月から今年１月まで山梨英和大学メイプルカレッジに
て「『クラシック音楽』って何？」と題しておこなった連続講義を誌上
再現！　第1回と第2回はふたりの対談形式で送ります。

ヤザワ×ヒロセの「超入門」講座
話せばわかる！クラシック
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─下北沢の「フラッシュ・ディスク・ランチ」といえば、独特
のタッチの雑誌広告やヘヴィ・ユーザー御用達のCDソフトケース
でも知られていますが、とにかくディープな品揃えと丁寧な商い、
そして他を圧する低価格で、とりわけブラック・ミュージックのリ
スナーに圧倒的な支持を受けている、アナログ・レコードの輸入盤
と中古盤の専門店です。来日した海外のミュージシャンが訪れるこ
ともしばしばですし、日本
のミュージシャンにもこの
お店のレコードを糧にして
活躍している人が数多くい
ます（ちなみにアルテスの
事務所から徒歩5分）。店
主の椿さんに本を書いても
らう、というのは長年の念
願でした。電子版のスター
トを機にその夢がとうとう
叶った、というわけです。

◉新連載

レコ屋な日  々a.k.a. 裏街道な日常

文●椿正雄

第１回　18年振りのアラン・トゥーサン親子を観て気付いたこと

「フラッシュ・ディスク・ランチ」は小田急線・井の頭線下北沢駅
南口から徒歩3分。

http://cdsoftcase.com/contents/contact/index.html
http://cdsoftcase.com/
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◉新連載

文●鈴木英之

第１回　あいざき進也

アイドルのライヴ・アルバムを侮るなかれ

　アイドル音楽は面白い！　なにせアイドルの世界は「売る」ことこそ
がすべて。それを達成するためにはなんでもアリの世界だ。パクリなど
が指摘されることも多々あるが、ひいき目で言わせてもらえば、彼らが
流行に敏感だということの表れだ。さらに、彼ら／彼女たちをサポート
するミュージシャンや楽曲提供者にまで注目すれば、日本のポップスの
世界を凝縮したような奥深さが見えてくる。
　過去には「アイドル音楽はお子様ランチ」「低俗音楽の代表」というレッ
テルが貼られ、一般の音楽ファンにはまともに相手にされることがな
かった。私のようなアイドル音楽好きは、誰にも知られないよう、隠れ
キリシタンのごとくアイドル音楽を聴くありさまだった。ジャニーズや
AKB48の台頭で、アイドルが一般にも市民権を得た現在とは隔世の感
がある。
　ただ、そんな私でも当時は彼ら／彼女たちのコンサートにまで足を運

─昨今、「アイドル」にふたたび注目が集まっています。昭和のサ
ブカルに独自の視点から光を当ててきた鈴木英之さんが、「アイドルの
ライヴ・アルバム」という意外な切り口で、アイドル文化が洋楽受容に
はたした役割を明らかにする新連載。第1回はあいざき進也の登場です。

洋楽はアイドルが教えてくれた
ー70年代アイドルのライヴ・アルバムを聴く
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─クラシック音楽の演奏史を生き生きと伝える音楽史譚家・山崎浩
太郎氏が、ゲストといっしょに、東京の音楽生活を彩ってきた数々の音
楽ホールやレコード店などを歩いて回り、その土地の歴史とともに紹介
します。第1回にひきつづき、評論家で政治思想史研究者の片山杜秀さ
んと「軍都・渋谷」を歩きます。
 ［2013年2月20日／取材・写真・構成：編集部］

◉連載

帝都クラシック探訪
─音楽都市TOKYOを歩く

文●山崎浩太郎　ゲスト●片山杜秀

第２回　陸軍とレコードの街、渋谷（中）
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「音楽の国」ドイツのもうひとつの顔

　恥ずかしながら、この歳になって初めてワーグナーに「開眼」した。
　別にバイロイト詣でをして信者になったわけではない。10月末にハ
ノーヴァーで学会発表をしたついでに、いわゆるルール工業地帯に行っ
てきたのだ。ドイツ西北、ライン川の東に広がる、ドイツ屈指の重工業
地帯である。なぜかそんな場所で─少々極端にいえば─ワーグナー
の創作の核心が理解できたかのような、「啓示」を受けてしまったので
ある。
　ルール工業地帯の主だった都市といえば、エッセン、ボーフム、デュ
イスブルク、ドルトムント、（サッカークラブ「シャルケ04」のある）ゲルゼン
キルヒェンあたりだろう。クラシック音楽ファンにはまったく無縁の、
しかしサッカー・ファンにはきわめてなじみの深い都市ばかりだ。じっ
さい私もこれらの街を訪れたのは初めてだったが、行ってみて本当に驚
いた。これは自分がこれまでまったく知らなかったドイツだ。街並みは
きわめて機能的で、「伝統」や「歴史」などはきれいさっぱり払拭され、

─岡田暁生さんと細川周平さんが新聞や雑誌には書きたくても書
けない「とっておきの」音楽体験をシェアするリレー連載。ドイツの誇
る重工業地帯で岡田さんが発見したワーグナーの“正体”とは？

◉連載

見た！ 聴いた！ うそじゃない！
ー岡田暁生の音楽時評

文●岡田暁生

第２回　サッカーの街でワーグナーに開眼
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前口上

　小学生のころの日記を披露する。そう
して昭和のこども生活史の資料とする。
それが連載の趣旨のつもりだったのに、
あいかわらずかんじんの現物が出てこな
い。このところ探す間もない。しようが
ない。すみません。現物が出てきた大学
生時代の分から、今回は1985年3月上
旬を選んだ。
　ソ連の共産党トップが交替したころ。
チェルネンコが死に、ゴルバチョフに代
わった。わたくしは大学3年生。弁論部と三田レコード鑑賞会という2
つのクラブで、けっこう活動している。弁論部のほうでは、全国大学対
抗のディベート選手権に出ようといろいろやっている。三田レコード鑑
賞会というクラシック音楽愛好家のクラブでは、芥川也寸志指揮新交響
楽団のコンサートを4月に主催するのでその準備に追われている。その
合間に日本の現代曲のコンサートに行っては文句ばかり書いている。
　＊で付したのは現在からの最低限の註。
　これが青春か。嘆息の出るおよそ30年前である。

◉連載

片山杜秀の“昭和日記”

第２回　ゴルバチョフ書記長誕生のころ

文●片山杜秀
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レコード会社に就職し、辞し、レコード会社をつくってみた

　1976年、僕は浪人と留年をくり返したすえに、普通の人より4年遅
れてなんとか大学を卒業した（たぶん）。新入社員としての就職はとて
も無理だと思案していたら、日本ビクターが入社試験なら受けさせてや
るぞと言ってくれた。筆記試験も面接もクリアしたけど「キミの年齢で
は本社採用はできない、米RCAとの合弁会社RVCに出向でなら……」
と言われた。望むところだ。そこで1年間の宣伝マンを経てレコード制
作をする仕事に就き、いわゆるニューミュージック（今や恥ずかしい名
前だね）と呼ばれていたジャンルのシンガー・ソングライターたちをプ
ロデュースしていた。心の底からいつも呼びかけてくるボサ・ノヴァ的
なものには、あえて手を染めようとは思わなかった。当時、世間ではそ

─2003年、ついに日本にやってきたボサ・ノヴァの神様、ジョア
ン・ジルベルト。「奇跡」と謳われたその日本公演を実現させた立役者
の一人が、RVCからMIDIレコードを経てディアハート・レーベルでプ
ロデューサーとして活躍してきた宮田茂樹さんです。
めったに自室から外に出ない、人に会わない、といった不思議な行動が
伝説化しているジョアンを、どうやって遠く日本にまで連れてきたの
か？　この連載ではそこに至るまでの長い道のりを語っていただきます。

◉連載

文●宮田茂樹

ジョアン・ジルベルト～ザ・ボサ・ノヴァ

第２回　エレンコ発掘とボサ・ノヴァ大集会
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◉連載

越境せよ！ 耳と眼、そして脳の旅

文・写真●牧野直也

第２回　リマリックのブラッド・メルドー（その2）

─映画／映像論の試みを序奏としてアイルランドでの出会いから始
まったブラッド・メルドー論。チャールズ・ロイドやジョシュア・レッ
ドマンとの共演作品を踏まえ、彼のレコーディング作品を聴き続けてい
くうち、牧野さんはメルドーに「ビル・エヴァンスではなくグレン・グー
ルド」に近い資質を見いだしていきます。

（「リマリックのブラッド・メルドー（その1）」は9月号に掲載）

Ireland. 1998
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◉連載

文化系のためのヒップホップ通信

文●長谷川町蔵×大和田俊之

第２回　2012年のヒップホップ・シーン（2）

“最高のリリシスト”とアルバム未発表の大型新人

長谷川 じゃあ、ここで1曲、ナズいきますか。ナズは東海岸のニューヨー
クのラッパーで、昔のヒップホップでよく使われていたジェームス・ブ
ラウンみたいなビートでラップさせれば現役ではたぶん最高のラッパー
なんです。だけど、南部のビートに乗せるとぜんぜんダメで、ちょっと
時代との擦り合わせがうまくいってなかったんですね。それでも、作詞
家としてはつねに評価されてきたわけなんですが。
大和田 今でもヒップホップ史上、最高のリリシストという人は多いで
すよね。
長谷川 それでもう開き直って、「俺は流行はもういい」となって、近年
まれに見る良いアルバム『Life Is Good』というのを出しました。

─ライムスターの宇多丸さんや山下達郎さんに絶賛された名著『文
化系のためのヒップホップ入門』のコンビによる新連載第2回は、
2000年代のヒップホップ・シーンの大きな特徴が「南部化」と「内省化」
であるということをおさらいした上で、フランク・オーシャン、ケンド
リック・ラマーに代表される2012年のシーンを前回（9月号）に引き続
き振り返っていきます。そして、次号（2014年1月号）からは2013年のシー
ンへとテーマを移します。
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ツアーに同行する9人の料理人

　ポール・マッカートニーがいったいどんな食事をしていたのか─。
これを解明するのはなかなか困難です。ひとつの例として、2002年か
ら2003年にかけておこなわれたワールド・ツアーのドキュメント本、
『ポール・マッカートニー　イーチ・ワン・ビリービング』（プロデュース
センター出版局、2004）を参考に見てみましょう。
　このツアーには、9人の料理人からなるチームが同行しました。たと
えば、コンサートのある日には、250食以上の無料ベジタリアン食を作っ
ていました。ランチは6種類、ディナー8種類以上が用意されました。
内容はイタリア料理、メキシコ料理、日本料理などで、ブラウンソース
をかけたエッグ＆チップスはとくに人気があって、すぐになくなってし

ー数多くの著書やテレビ出演などをつうじて「心と体のデトック
ス」を提案してきたドクター松生が、愛してやまないポップスをテーマ
にお送りする健康コラム。ビートルズの菜食主義を紹介した前回にひき
つづき、先ごろ来日し、71歳とは思えない力強いパフォーマンスを見
せたポール・マッカートニーを中心に、ビートルズのメンバーの食生活
を具体的に紹介していきます。彼らは菜食主義と出会う前、どんなもの
を食べていたのでしょうか？

◉連載

ドクター松生のPOPSカルテ

文●松生恒夫

第２回　ポール・マッカートニーはいかにして菜食主義者となりしか（上）



119
N

O
V. 2

0
1

3

─音楽記号学の泰斗、ジャン＝ジャック・
ナティエの『レヴィ＝ストロースと音楽』（ア
ルテスパブリッシング）は、現代最高の知性と
いっていい人類学者の思想の根底に、音楽への
憧れがあったことを明かし、その関係の様相を
詳らかにしたものです。ここでは訳者の添田里
子さんに、レヴィ＝ストロースとナティエの音
楽観を「音楽を語る」という視点から紹介して
もらいます。

「音楽を語る」には

　『アルテス』電子版創刊号の編集後記に、ながいこと気になっていた
キーワードをみつけてニンマリした。「音楽を語る」ということばである。
音楽学ということばさえ、一般にはなじみのうすい文化のなかで、「音
楽を語る」のはむずかしい。もしかすると音楽にかぎらず、なにごとに
ついても「語る」ことを厭い、避けるのが、海に囲まれたわれわれの文
化の特徴なのかもしれない。
　「語らない」言いかたなら、枚挙にいとまがない。日常的にも「言わ
ず語らず」「あうんの呼吸」などといわれ、伝統芸能の世界にあっては「芸

◉アルテス著者エッセイ

文●添田里子

『レヴィ＝ストロースと音楽』

ジャン＝ジャック・ナティエ『レ
ヴィ＝ストロースと音楽』（小社
刊）

音楽の語りかた
ーレヴィ＝ストロースの場合
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─北欧音楽研究の第一人者で合唱指揮者の
松原千振さんが今年7月に出版した『ジャン・
シベリウス　交響曲でたどる生涯』（アルテス
パブリッシング）は、近年わが国でも演奏され
る機会が増している感のあるシベリウスの管弦
楽作品─7つの交響曲をはじめ、ヴァイオ
リン協奏曲、《クッレルヴォ》《レンミンカイネ
ン組曲》《フィンランディア》《タピオラ》など
の交響詩─を、作曲家の伝記的事実と重ね
あわせて論じた、ファン待望の書となりました。
ここでは、シベリウスの弟子で、わが国ではあまり知られていないマデ
トヤという作曲家の生涯と作品を、松原さんならではの視点で紹介して
もらいます。

民族楽器カンテレが生んだ作曲家マデトヤ

　19世紀といえば、フィンランドはまだ帝政ロシアの支配下にあった。
　フィンランド人はウラル山脈南方にその起源を有するが、北方へ進出
するも幾多の困難に遭い、分裂していった。そんな人々がたどり着いた
地が〈スオミ〉─森と湖、そして広大な荒地からなり、長い冬と雪と

◉アルテス著者エッセイ

文●松原千振

『ジャン・シベリウスー交響曲でたどる生涯』

松原千振『ジャン・シベリウスー
交響曲でたどる生涯』（小社刊）

シベリウスの弟子、レーヴィ・マデトヤ
ーフィンランドの自然が生んだ作曲家
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─ハードコア・パンクのライヴでダイブし、ダンスホール・レゲエ
やドラムンベースのパーティーで踊り続けていた筆者は、2010年に体
験した2つの夏祭りに自らのアイデンティティーを揺さぶられ、そこか
ら日本のフォークロアを巡る旅に出かける─錦糸町河内音頭、高円
寺阿波おどり、秩父夜祭り、五所川原の立佞武多に続いて、今回は真夏
の郡上市で究極の盆踊りを体験！

◉連載

まつりの島　La isla de carnaval

文●大石 始

第６回　クレイジーな盆踊りのステップには死の記憶が刻まれていた
―岐阜県・郡上おどり＆白鳥おどり

写真●ケイコ・Ｋ・オオイシ

白鳥町中心部の白鳥神社・祭りの間には大きな切子灯籠が下げられる
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ー東京・四谷のジャズ喫茶「いーぐる」で行なった村井康司さんと
の講演を土台に、北米のポピュラー音楽とヨーロッパ、アフリカの音楽
とのつながりを探る壮大な試み。電子版では第2部「アイルランド、イ
ングランド、スコットランド～合衆国へ」の2回目からスタートしまし
たが、今月から第3部に入ります。お題はマイルス・デイヴィスと親指
ピアノ。はたしてその関係は？

◉連載

アラブ、アイルランド、アメリカをめぐる音楽の旅

文●おおしまゆたか

第６回　アフリカとヨーロッパの接点としてのアメリカ

第３部　アフリカ～合衆国へ

“Kind Of Blue”, 1959

14.〈So What〉Miles Davis, 1959
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◉連載

武満徹の電子音楽

文●川崎弘二　協力●能美亮士

第６回　ミュジック・コンクレート「ヴォーカリズムＡ・Ｉ」

愛について

　1952年6月に谷川俊太郎は第一詩集「二十億光年の孤獨」＊1を出版
した。実験工房のメンバーであった駒井哲郎は、出版後間もなくこの詩
集を同人の福島和夫へと紹介した。ほどなく福島は谷川と接触し、才気
溢れる若い詩人と実験工房のメンバーとの交流が始まることとなった。
そして、1953年の夏には、9月末に開催される実験工房の第5回目の発
表会のために、テープ・レコーダとスライド映写機を同期させたオート・
スライドという装置のための作品が東京通信工業において制作されてい
た。
　後に谷川は湯浅譲二との対談において、「福島がまずぼくと接触した
のよ（略）それで、ぼくは東通工へ行って、あれ［註：オート・スライド作品］
を見て、そのあとであなたと福島、鈴木［註：博義］の三人で［註：谷川宅に］
来たでしょう（略）三人で応接間のソファに小鳥みたいに並んで座って

─第１回「ミュジック・コンクレートの構想」に始まり、作曲家・
武満徹の手がけた電子音楽および周辺の動向を実証的にたどる連載。第
6回では、武満が谷川俊太郎と共同で1956年に制作した、人間の声を
使ったミュジック・コンクレート「ヴォーカリズムＡ・Ｉ」を採りあげ、
その制作過程と構造、反響を明らかにしていく。



173
N

O
V. 2

0
1

3

　前回は、今日における和声理論、また和声理論による音楽分析手法の
問題を指摘した。
　今回は、日本の音楽専門教育において特殊な発展をみた「島岡和声」
とよばれる理論的あり方も視野に入れながら、さらにこの問題を考えて
いこう。

　
「シェンカー理論」と「島岡和声」

　最近、角倉一朗氏のすぐれた訳によるシェンカー理論入門書が刊行さ

─「Carte blanche（カルト・ブランシュ）」とは、フランスでし
ばしば使われる言い回しで、署名入り白紙（carte blanche）に自由に
書き込むというところから、制作者が主催者から一任され、自由なコン
セプトでプログラムを組むという意味。小鍛冶邦隆さんが作曲家・教育
者としての立場から、現代の音楽状況をめぐる諸問題に鋭くせまります。

『アルテス』Facebookページでの旧連載はこちら
第1回　「消費」としての音楽教育
第2回　音楽・社会・階級
第3回　音楽理論・音楽分析

◉連載

Carte blanche

文●小鍛冶邦隆

第２回　和声理論と分析の問題
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謎を観てきた日

●ポール・マッカートニー来日公演の最終日（11/21）にいっしょに行っ
た若いスタッフが翌日、真顔で訊いてきた─「ポールの音楽って、な
んであんなに良いんですかね……」。それなんだよ、それがぼくにもわ
からない。ビートルズのコピーで音楽を始めた40年前から。みんなそ
れが知りたくて、自分なら解き明かせると思って、語ったり、書いたり
してきた。どの説も「うん、そうだよな」「それそれ、ぼくもそう思っ
てた」とうなずきながら読めるけど、でもポールの音楽がなぜぼくらを
衝き動かすのかはけっきょく謎のまま。その謎が、目の前で楽しそうに
歌ったり、飛び跳ねたりしてる。ぼくらは「なんでだろうね……」と首
をかしげながら、まだまだ語ることをやめられない。●クラシック音楽
だって同じこと。クラシックの魅力を熱く語ることにかけては右に出る
もののないふたり─矢澤孝樹さんと広瀬大介さんが、「話せばわかる！
クラシック」と題して新連載を開始しました。山梨英和大学メイプルカ
レッジでの9回の講座（それぞれ3回ずつの講座に加え、初回、5回目、
最終回が対談形式）の内容に、徹底加筆して送る「クラシック入門講座
の最終兵器」。編集子としてはひそかに、「本誌を購読してくださってい
るポピュラー音楽ファン」のみなさんに、ぜひこの連載でクラシック・
ファンの仲間入りをしていただきたいと思っています。●鈴木英之さん
の新連載「洋楽はアイドルが教えてくれた─70年代アイドルのライ
ヴ・アルバムを聴く」には、思わずにんまりされる向きもあるのでは？　
アイドルだって人の子（？）、同世代のみんなと同じように洋楽にいか
れて音楽を始めたはず。テレビだけではわからない彼らの「洋楽魂」が、
ライヴ・アルバムでは爆発してるんです。●新連載じゃないけど、小鍛
冶邦隆さんの「Carte blanche」は、前回にひきつづき「藝大和声」の
問題点に切り込んでいて、作曲・音楽学の関係者必読です！ ［木村 元］

編集後記
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鳥獣戯画が動いた！

●宮崎駿監督の『風立ちぬ』を今月ようやく観ることができました。涙
が流れはしなかったものの、エンドクレジットを観ているうちにじんわ
りしみじみと幸せな手応えが感じられてきて、これはいつまでも心に残
りそうな映画だという予感とともに、すぐにもう一度観たい！という思
いが湧き上がってきました。アニメ／実写の別を越えて名作と呼ぶにふ
さわしい、素晴らしい映画だと思います。その上映に先立って観た『か
ぐや姫の物語』の予告編には度肝を抜かれました。鳥獣戯画のキャラク
ターが生命を得たようなあのアニメーションは前代未聞に画期的じゃな
いでしょうか？　歴史的な傑作という賞賛の声もすでに届いていますが、
なんとか年内に時間を作ってロードショーを観にいくつもりです。●
19日の「電子版音楽誌編集長座談会」には沢山のご来場をいただきあ
りがとうございました。iPad版が絶好調という『サウンド＆レコーディ
ング・マガジン』の編集長を20年近く務めてらっしゃる國崎さん、自
分が20代の頃からその評論に多くを教わってきた高橋健太郎さん
（『ERIS』編集長）、お二人の話からたくさんの課題を与えられた気がし
ます。『アルテス』という、電子書籍でもメルマガでもない、紙に負け
ないメディアを作る試みはまだ緒についたばかりです。●今月は大和田
俊之さん、和田博巳さん、ト田隆嗣さんの連載がお休みとなってしまい
ました。また、ピーター・バラカンさんの連載も準備に時間がかかって
いて、12月号以降のスタートとなりそうです。お待たせして申し訳あ
りません。いっぽう、矢澤孝樹さん×広瀬大介さん、鈴木英之さんとと
もに、下北沢のアナログ専門店主・椿正雄さんの連載が始まりました。“レ
コ屋稼業”の日々からどんな原稿が届くのか、どうぞご期待ください。
●最後にひと言、「特定秘密保護法案」に反対します。 ［鈴木 茂］
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